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AFD SYSTEM 直付吊り車 AFD-2750-K

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

受金

ホルダー部

レール

ストッパー部

レバー

ホルダー部

受金

AFD-2750-K

AFD-1500

天井（上枠）

上枠

AFD-130020
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●B（下すきま寸法）の求め方
B＝枠の内寸高さ － 戸の高さ － 上部レールの高さ
－ 戸と上部レールのすきま寸法
※戸と上部レールのすきま寸法は、左図の範囲内

で任意の寸法を設定できます。

●戸の高さ寸法の求め方
戸の高さ = 枠の内寸高さ － 上部レールの高さ － 戸と上部レールの最大すきま寸法（左図参照） － 3mm － A
※上式で戸の高さを求めることにより、戸と上部レールのすきま寸法範囲で戸の上下調整ができます。
※上部レールの高さは、直付け用レールAFD-1500＝21.5mm、掘り込み用レールAFD-1300=1.5mm(つばの厚さ)です。
※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を下部ガイドに接触させないための逃げ寸法です。

■金具の取付け方法

■戸の吊込み ■戸の位置調整

1.上部吊り車の取付け 2.レールの取付け

3.下部ガイドの取付け

■金具の納まり参考図

■戸の加工寸法参考図

下部ガイド

下部ガイド溝の
加工寸法

上部吊り車

①ホルダー部のレバーを押して、
ホルダー部と受金を分離しま
す。

②右図のように引戸の上面木
口両端部に受金をねじで取
付けます。受金の向きは、スト
ッパー部が戸の奥側になるよ
うにします。

①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差込みます。
②引戸上部に取付けた受金に、ホルダー部を差込みます。
※しっかりと差込み、抜けないことをご確認ください。

AFD-2750用スパナ

調整部

上がる

下がる

①AFD-2750-Kの調整部（図参照）をスパナで回すと、戸の上下調整ができます。
※調整時に戸を持ち上げると、調整を
　しやすい場合があります。

①レールを取付ける前に、図
の方向で、上部吊り車をレ
ール内に挿入します。

②上枠にレールを取付けてく
ださい。

①下部ガイドを床の所定の
位置に取付けてください。
垂直に戸が吊り込めるよう、
取付け位置に注意してくだ
さい。

AFD-1500
または

AFD-1300

AFD-2750-K

AFD-2750-K

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）　
◇引戸の総質量：30kg以下（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：17mm以上

アウトセット FK-100（ブラケットレール）

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

レールには左右勝手があります。正面から見て左側の取付け穴を基準に施工しますので、
レールをカットする場合は右側をカットしてください。

「★レール組立て穴および壁面取付穴」は加工済みです。それ以外の穴はすべて別途穴
加工が必要となります。
図はレール左側の穴加工位置です。右側にも左右対称となる位置に同様の穴加工をして
ください。
左端部から60mmの位置にある穴は、右端部にはありませんので、レールカット後、60ｍｍ
の位置に穴加工をしてください。

●

●

●

●

※吊り車や下部ガイドの詳細は、686ページをご参照ください。■金具の納まり参考図

※吊り車や下部ガイドの詳細は、686ページをご参照ください。■金具の取付け方法
1.レールの取付け

2.戸当りの取付けと戸の吊込み

①FK-100と上部レールを専用板ナットで組
立てます。※左端部の穴は戸当りの取付け
に使用します。

②「設計ガイド」の加工寸法を参考に、レールに穴
加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部
レールの内側から加工します。

③上部吊り車をレールに挿入し、レールを壁面に固定しま
す。サイドカバーを使用する場合はこの時に取付けます。

①上部戸当りをレールに取付けます。 ②686ページを参考に、トリガーと下部ガ
イドを取付け、戸を吊り込みます。

③686ページを参考に、戸の位置調整をし、
ソフトクローズの初回動作を確認します。

④下部戸当りを上部戸当りと位置を合わせ、床に取付
けます。

FK-100

AFD-1500

左端部の穴

専用板ナット

※サイドカバーを
　使用しない場合
　は不要

上部レールおよび吊り車 レール調整可能範囲
※本図はレール左側を表しています。
　右側は左右対称となります。
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一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）　◇引戸の総質量：30kg以下（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：24～40mm　
◇引戸の幅：740mm以上　◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません

穴加工後は、必ずレール内の
清掃をしてください。

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形するおそれがあります。

サイドカバー用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5 トリガー用穴 φ5.515

上部レール長さ=右側を任意長さでカット（最長2,400）

60 「★レール組立て穴および壁面取付穴」ピッチ=300 300

26 17.5 16.5 25トリガー位置=181

38

FK-310※必要スペース
77

FCｰ2950ｰK-H トリガー
FCｰ310
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専用板ナット

FK-100
AFD-1500
FC-2950-K-H

26

50

20

壁面からレールを持ち
出したい場合は、別途
スペーサーをご用意く
ださい。

サイドカバー

レール固定ねじは添付
されていません。
別途皿タッピンねじ4×50

（推奨）をご使用ください。

戸と枠のすきま寸法=5以上

枠

壁

30
50

壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿（右側にも同加工）

後加工が必要な穴。右側にも同様の後加工が必要。

使用条件

レール加工時のご注意

ご注意

使用条件

床
20

B

A
=4

.5
20

FG-100S FG-210

4 4前後調整代

17

15

FG-210
の場合

15
28

製品紹介 236～237 製品紹介 238・240～241
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